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要約 : ニホンウズラにおける卵胞成長パタンを明らかにしようとして ,色の脂溶性色素を添加した飼料
を +日おきにウズラに与え 得られた卵より卵胞の急速成長日数と卵胞成長期間における卵黄の蓄積量を明
らかにした その結果 卵胞成長日数は 0.*0*.*0日であり その日の卵黄蓄積量のパタンは -つに分
けることが出来た 急速成長日数が .および /日の場合は 排卵日の蓄積量が最大となり 急速成長日数が
0日の場合は排卵日の前日の蓄積量が最大となり急速成長日数が 1および 2日の場合は排卵の前日の
蓄積量が最大となることが明らかになった




あることが明らかにされている また 他の家禽では 七
面鳥が +,+/日, ホロホロチョウが 1++-と報告され
ている ニホンウズラにおいては BACONと KOONTZが









性成熟に達した ,*週齢の雌ニホンウズラ 体重 +,*g




脂溶性色素 スダンンレッド 1Bまたはスダンブラック B
をそれぞれ配合飼料 +kgに対して *./g添加し ,*分間攪










スした その中で 卵黄が著しく変形しているもの 
割面が胚盤及びラテブラを通過していないもの ラテブ
ラを中心に最長径と最短径の比率が +.+/を越えるものは





+ 急速成長日数 表 +
測定可能卵において 観察された色素リングの本数 す
なわち急速成長日数は .2本であり その平均は 0.*0
*.*0日であった 急速成長日数は /1日のものが全体の
3../をしめ その中でも 0日は全体の .,.*をしめてい
た
, 急速成長日数と卵黄体積との関係 表 + 図 +




- 急速成長日数と卵胞体積の変化との関係 図 +
急速成長日数が .日と /日のものでは 急速成長期に
移行後より急激に成長し急速成長日数が 02日のもの





+日の卵黄の蓄積量は 急速成長日数が .日と /日のも
のでは急速成長期の最終日 排卵当日 に最高値 .日 :





Jour. Agri. Sci., Tokyo Univ. of Agric., .1 (,), +-1+-3 (,**,)
東京農大農学集報 .1 , +-1+-3 ,**,
では排卵 +日前に最高値 +,*,0,- mm-, 1日と 2日のも




KOONTZ +31+.の報告によると 0.+*日 GRAU +310+の
報告では .1日で平均 /日佐藤ら +32//の報告では .
1日で平均 ..2-日である これらの報告と本研究結果の
急速成長日数 .2日で平均 0.*0*.*0日とを比較すると
BACONと KOONTZ +31+.の報告とは ほぼ同様な日数を








さらに 本研究の +日の卵黄蓄積量の推移において 急
速成長期の最終の -日間に顕著な差ががあることが明らか









間の成長過程にあり 急速成長日数によって .日と /日
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Summary : Pattern of ovarian follicular growth in Japanese quail was determined by the number of
colored rings of the yolk of eggs obtained after daily feeding with two kinds of dye alternatively at the
same time of each day. The length of the rapid growth was 0.*0*.*0 days. Pattern of ovarian
follicular growth was classiﬁed by three patterns.
+) In the case of rapid growth period of . and / days : Daily yolk increment reached the peak on
the day of ovulation.
,) In the case of rapid growth period of 0 days : Daily yolk increment reached the peak at + day
before the day of ovulation and then decreased.
-) In the case of rapid growth period of 1 and 2 days : Daily yolk increment reached the peak at
, days before the day of ovulation and then decreased.
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